






























































































者 と し て じ っに冷静沈着で的確なものであり,
筆者も大いに支持したい(佐川・小林200)。 興
隆窪文化期の畑作農耕はさながら縄文農耕や栽





































1-7土器,8管製ヤス (l/6),9骨製藍(1/6),l0植刃鑑(l /6 ), 1l・l2a理(1/6). la石lll,一、4円盤状石器. ' '
l5磨石(l/24),i6石皿(l/24), 17石織(l6は新楽下1l,ほかは興隆li出土)
























作隊1987), 南台地適跡( 1救漢旗博物館1991, 召に
国田編2004)で出土したものに, 動物の絵画が
箆書きされているからである(F i g. 4 ) 。 また, 趙
宝溝適跡出土のほ乳動物骨を見るならば, 生業
における狩猟の比重は依然として高いことがわ
かる。 さ ら に,趙宝溝文化期の遭跡には, 紅 山
文化期に登場する両面加工の三角形石鑑や骨難
















の尊形土器の動物は, 従来からシカ, イ ノ シ シ,
ト リ の 3 種 と さ れ て き た ( F i g . 4-3)。 いずれも
その右側面を表現している。シカはその頭部,頸
部,胴部前半, 前脚を箆書きしている。 頭部に
はロ, 細長い目,耳, 長い角を, 前脚には偶蹄
類の特徴のふたつの爪を描いている。 シカの右






丁寧な斜格子沈線で充填している。 さ ら に, 各
動物の表現していない胴部などには, 斜格子沈
線で充填した旋回文を必ず置いている。



































種平分析)。 シカではマー ロ ーが179点(最小個
体数11個体) , ニホンシカが39点(同4個体),
ノロシカが129点(同9個体), イノシシが138
































Distribution of culturalrelics on theliving floor of the pit-house No.2at  the Xiaoshan site
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Fig. -i 小山造跡・南台地遭跡の専形土器の動物文展開図
An imaldesign pattems of the Zun-shaped potteries found at the Xiaoshan and Nantaidi sites
Inner Mongolia
マ 4 点, 束北モグラ4点, モンゴルジリス1点,
魚1点がある。 趙宝溝文化期も興隆窪文化期と
同様に, シカとイノシシの点数が飛び抜けて多
く , 最重要な狩猟対称物, すなわち食極であっ





さ ら に, 黄氏が各部位の骨の残存状況や加工










であるマーロー や ニ ホ ン シ カ, イ ノ シ シ, そし
てウシを特別視し, 尊形土器に箆書きしたこと


































あ り, イノシシがそれに次ぐが, イノシシは, 当
時の動物祭祀あるいは狩猟儀礼においてシカよ
りもやや高いランクに位置づけられていたのだ








イ ノ シ シ は も っ と も 高 い ラ ン ク に 位 置 づ け ら れ
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1. 興陸満過跡第一地点A区o号住居跡のイノシシとシ力の頭骨 2 . 紅山文化期の指寵形玉器(左: 三 _,llli 他拉,右: 牛河架第2地点出土)
3. f l: 河梁第16地点第4号基出土の人管 ( 11l j性) と玉器 ・1. 同左頭A管下のI、リ形玉器 (中国では鳳凰形i・理1ll)













るので, イ ノ シ シ と 推 定 さ れ る  (選華省文物考
古研究所1997)。 これらは西通河流域の興隆窪
̃趙宝溝文化期のイノシシ祭祀の伝統の上に展
開 し た も の と 考 え ら れ る 。
8




れ る も の が, 被葬者(男性)の頭の下にまるで






学的過物の上ではたどれなくなるが, 土 器 に シ
カを彩画したものがある。 その後,西通河流域





















ろ う。 トリを推定する上で, 趙宝溝遺跡から出
土 し て い る ハ ク チ ョ ウの骨は示唆的である。純










よ い と 考 え る。つまり, ウ シ と 大 型 の ト リ が イ
ノシシやマー ローなどに準ずる位置づけをされ
て い た こ  と を 暗 示 し て い る 可 能 性 が あ る か ら




























隠れしていた。 それは想像上の動物 ・ 龍を最高
位(中国側から後世受容)と考え, 他 に ク マ, ト










単一で は な く , 中 期 の ト リ やヘビから, 後 期 の
イ ノ シ シ や ク マへ, さらに縄文晩期̃続縄文時
代 ( 北 海 道 ) の ク マへ と変化していった(斎野
編1999)。 このことは縄文人の動物観や動物祭





い っ た こ と と 関 連 し よ う。 また, 本州では弥生
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